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研究成果の概要（和文）：侵略的外来種であるクビアカツヤカミキリのものと疑われるフラスを7地点で採集
し、複数の抽出キットを用いてDNAを抽出した。抽出したDNAを鋳型にユニバーサルプライマーを用いてミトコン
ドリアDNA　CO1領域を増幅した。DNA抽出キットによっては鋳型として不良となることが判明した。適切に抽出
すると95％のサンプルで同領域が増幅できた。未被害地のサンプルも解析できクビアカツヤカミキリのものでは
なくゴマダラカミキリのものであった。本手法を用いることで、侵入が警戒されていた地域で未侵入であるとい
う確認ができた。増幅箇所の内部に対象種に特異的なプライマーを設計して、フラスによる他種との識別を可能
にした。

研究成果の概要（英文）：Frass suspected to have emitted by invasive beetle Aromia bungii from cherry
 trees were collected from seven locations. DNA was extracted using some molecular experiment kits. 
Mitochondrial DNA CO1 region was amplified with universal primers. Some kits were failed to extract 
DNA from frass. With an adequate method, we can successfully amplified 95% samples. Frass from none 
damaging area were shown to have emitted by other native longicorn beetles. We designed internal 
primers which are specific to A. bungii and the molecular method to identify A. bungii invasion 
using frass from a damaged Rosaceae trees was developed.

研究分野：森林科学

キーワード： クビアカツヤカミキリ　外来生物　DNA　PCR
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１．研究開始当初の背景 
サクラを加害する外来種クビアカツヤカミ
キリ Aromia bungii（図 1）が国内で検出さ
れ、その駆除と研究が喫緊の課題となってい
る。サクラの他、ウメやモモも加害するが、
日本での被害本数はサクラが最も多い。生息
調査は、早期のクビアカツヤカミキリ被害対
策のために必須である。しかし、本種は樹幹
内で幼虫が発育する穿孔性害虫のため、その
被害発見と確定が遅くなることが多い。被害
が疑われる箇所を掘り取るとサクラでは腐
朽が進行してしまうことがあり、問題となる。
樹幹を傷つけずに早期に被害が確定できる
手法開発が求められていた。 
近年、DNA バーコーディングの手法が定着
してきており、動物ではミトコンドリアDNA
を用いた種同定手法の開発が進められてい
る。その手法を応用し、クビアカツヤカミキ
リの被害を検出する方法を着想した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 クビアカツヤカミキリの雄成虫 
 
２．研究の目的 
クビアカツヤカミキリの幼虫は木の樹皮に
数ミリの穴をあけ、そこからフラス（虫糞と
木屑の混合物）を排出する。生きているサク
ラに穿孔しフラスを排出する他の昆虫には
コスカシバやゴマダラカミキリがあり、目視
だけで中にいる種を示すことは難しい。本研
究は樹体を傷つけることなく被害を確定す
るために、加害が疑われる樹木から排出され
るフラスを用いて、クビアカツヤカミキリの
被害を検出する方法を確立することを目的
とする。 
はじめに、クビアカツヤカミキリ成虫から
DNAを抽出し、固有の遺伝的特徴を特定し、
他の種との判別方法を確立する。引き続き、
さまざまな条件下でサクラの樹体から排出
されるフラスを採集し、遺伝子実験で判定可
能なサンプルの採集法及び保存法を明らか
にする。 
 
３．研究の方法 

樹幹から排出されるフラスから、1）昆虫の
DNA が回収できたのかを確認する方法、お
よび 2）その昆虫がクビアカツヤカミキリな
のかを同定する方法を開発する。はじめに、
本種個体から DNA を抽出し、固有の遺伝的
特徴を特定する。サクラの樹体から排出され
るフラスをさまざまな条件下で採集し、遺伝
的に判定可能なサンプルの採集法及び保存
法を明らかにする。在来他種との配列の比較
から、本種を判別するためのプライマー対を
特定する。 
 
４．研究成果 
はじめに、クビアカツヤカミキリ、コスカシ
バのミトコンドリア DNA CO1 を解析し塩基
配列を決定し、ゴマダラカミキリの情報をデ
ータベースから得た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 フラスの採集方法 
 
クビアカツヤカミキリのものと疑われるフ
ラスを 7地点で採集し（図 2）、複数の抽出キ
ットを用いて DNA を抽出した。抽出した DNA
を鋳型に、ユニバーサルプライマーを用いて
ミトコンドリア DNA CO1 領域を増幅した。
DNA 抽出キットによっては抽出が不良となる
ことが判明した。フラスは地面に長期間堆積
したものでは、解析は不良となる。適切に抽
出すると 95％のサンプルで同領域が増幅で
きた。以上で、フラスから本種の DNA を抽出
する方法を確立した。 
サクラを加害するコスカシバとゴマダラカ
ミキリのフラスも解析可能であった。 
未被害地のサンプルも解析でき、ともにクビ
アカツヤカミキリのものではなくゴマダラ
カミキリのものであった。本手法を用いるこ
とで、侵入が警戒されていた地域で未侵入で
あるという確認ができた。増幅箇所の内部に
対象種に特異的なプライマーを設計して、
PCR 条件を最適化し、フラスによる他種との
識別を可能にした（図 3）。 



クビアカツヤカミキリ被害検出方法の概略 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 サクラ非侵襲的なクビアカツヤカミ
キリ Aromia bungii の検出法 
被害が疑われる木からフラスを採集し、キッ
トを用いて DNA を抽出する。抽出物からユニ
バーサルプライマーを用いて初回のPCRを行
い、昆虫由来の DNA の抽出に成功したのかを
確認する。その産物を精製し、2 回目の PCR
でそのフラスがクビアカツヤカミキリのも
のかを判定する。 
 
 
また、研究の最後にそれらの被害判定手法を
活用して、被害情報が関係者間で共有できる
よう GIS システムを試作し、本研究の成果と
した。 
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